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【割賦販売】 

割賦販売（回収基準）の考え方 

 

＜未実現利益整理法＞ 

 

原価 60,000 円の商品を 100,000 円 10 回払いで販売した。 

当期は 6 回回収した 

 

①仕入 60,000／買掛金 60,000 

②割賦売掛金 100,000／割賦売上 100,000（全額売上に計上） 

③現金 60,000／割賦売掛金 60,000 

 

 でも回収基準で売上計上する場合は、 

 4 回分の利益は到来（実現）していないので控除しないといけません 

 

 

利益  

 

原価 

 

 

    

                      決算 

        Ｂ／Ｓ（抜粋） 

  

 割賦売掛金 40,000 繰延割賦売上利益 16,000 

             

 

 

        Ｐ／Ｌ（抜粋） 

 

 割賦売上高         100,000 

 

 売上原価 

当期商品仕入高 60,000   60,000 

  調整前売上総利益       40,000 

 割賦売上利益控除       16,000 

 調整後売上総利益       24,000 

 

 

＜質問＞ 

この商品の利益率は？ 

割賦売掛金に含まれている利益を計算する方法は？ 

 

＜回答＞ 

40％ 

40,000 円×40％＝16,000 円 

 

  

4,000 

6,000 

未実現利益は控除しなければならない 

 

割賦売上利益控除／繰延割賦売上利益 

 

翌年度に戻入 

 

繰延割賦売上利益／割賦売上利益戻入 

 

この利益 16,000 を繰延 

当期の儲けは 24,000 円の筈 

回収時に売上と考える基準 

6 回の回収なら 

利益は 24,000 円のはず 
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１期目をイメージしよう 

 

 

           割賦売掛金 

 

 

       100,000    回 収 60,000 

 

 

               未回収 40,000 （40,000×0.4＝16,000）控除 

 

 

 

 

２期目をイメージしよう 

 

 

 

           割賦売掛金 

繰延割賦利益16,000 

 

       40,000    回 収 40,000 （40,000×0.4＝16,000）戻入 

 

 

               未回収 0 

 

 

   ここに当期分を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、全経の問題を確認してみよう 


